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学校教育におけるキャリ ア教育の充実が求められている。 本研究では, 中学校におけるキャリ ア教育のモデルを提示 し, 
学校現場で使いやすく かつ生徒にと っても魅力的な取り組みを開発し, キャリ ア教育の理論と実践の融合をめざした。 そ
のため, 中学校におけるキャリ ア発達を促進するために有効な教育課程を開発し, その検証をもと にキャリ ア教育モデル
を作成した。 1 年目には, 兵庫教育大学附属中学校における教育諸活動がキャリ ア教育を推進していく う えでどのよう な
位置づけを持つものであるかを検証した。 その上で, 教育課程の編纂を行い, 2 年目は具体的な教材開発, 教育実践を通
して, その教育効果を検証し, それらによ って生徒のキャリ ア発達がどのよう に進展したかを調査し 「キャリ ア教育実践
記録」 と してまとめた。 教育課程の検証をもとに, キャリ ア総合選択授業, アント レプレナ一教育を計画実施し, 生徒の
発達段階に応じたキャリ ア発達プラ ンに基づいた計画的なキャリ ア教育の実施により, 生徒の意識がどのよう に向上した
かについて, 全生徒のキャリ ア意識の各項目に対する評定結果を分析した結果, 基礎的なコミ ュニケーシ ョ ン能力の育成, 
将来のための学習や進路計画の重要性への認識, 職業観 ・ 勤労観の育成, 将来の夢や希望をもっている生徒が多数を占め
ているこ とな どに成果がみられた。 一方で, 生徒達は将来の重要性は認識し, ぼんやり した夢を抱いていて, 今の学習な
どの努力の大切さも分かってはいるものの, より広い視野で調べ学習をしたり, 将来目標のための努力 をしたり という 実
際の行動に表れるとこ ろまでは至っていないという結果もみられ, 今後のキャリ ア教育の継続的 ・ 発展的充実の必要性が
示さ れた。 
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1 研究の背景
キャリ ア教育の充実に関する閣議決定 (教育振興基本
計画, 平成20年) を受けて, 学校教育におけるキャリ ア
教育の充実が求められている。 しかしながら, どのよう
な具体的方法や教材によってキャリ ア教育を推進してい
く かという 学校全体で取り組むモデル作成は進んでいな
いのが現状である。
「キャリ ア」 は 「個人」 と 「働く こ と」 との関係の上
に成立する概念であり, 個人から切り離して考えられな
い。 また, 「働く こ と」 については, 職業生活以外にも
家事や学校での係活動, あるいはボラ ンティ ア活動など
の多様な活動があるこ となどから, 個人がその学校生活, 
職業生活, 市民生活等のすべての生活の中で経験する様々
な立場や役割を遂行する活動と して幅広く 捉える必要が
ある (文部科学省, 2006)。 これまで小中高におけるキャ
リ ア教育の内容と して, 「4 領域8 能力 ( 国立教育政策
研究所, 2002)」 が提唱 されてきたが, こ れら をはじめ
と したこ れまでの諸提言を踏まえ, 共通する要素を再度
まとめ, 再構成した 「基礎的 ・ 汎用的能力(文部科学省
国立教育政策研究所, 2011) 」 が提示された。 学校ごと
に育てたい態度や能力を定める上で 「4 領域 8 能力」 と
「基礎的 ・ 汎用的能力」 のどちらを当面の直接的な資料
とするかは, 学校や教育委員会の判断によるが, 「4 領
域 8 能力」 に依拠する場合には, 「基礎的 ・ 汎用的能力」
の内容と提唱の理由を十分に踏まえ, 将来的な転換を視
野におさめながら, キャリ ア教育の取り組みの改善を図っ
てい く こ とが特に求められている。 また, 「4 領域 8 能
力」 と 「基礎的 ・ 汎用的能力」 はいずれも共通して, そ
れぞれの学校 ・ 地域等の実情や, 各校の生徒の実態を踏
まえ, 学校ごとに育成しよう とする力の目標を定めるこ
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と を前提と して提示された点に注目する必要がある。
4 領域 8 能力は, ①人間関係能力 (「自他の理解能力」 
「コミ ュニケーショ ン能力」) , ②情報活用能力 (「情
報収集 ・ 探索能力」 ・ 「職業理解能力」) , ③将来設計能力
(「役割把握 ・ 認識能力」 ・ 「計画実行能力」) , ④意思決定
能力 (「選択能力」 ・ 「課題解決能力」) を言う。 基礎的 ・ 
汎用的能力は, 人間関係形成 ・ 社会形成能力(①) , 自
己理解 ・ 自己管理能力(①) , 課題対応能力 (③④) , キャ
リ アプラ ンニング能力(②③④) を指しており, ( ) 
内は 4 領域 8 能力との対応を示した。
本研究では, こ れらの能力を総合的に向上させるこ と
ができる中学校におけるキャリ ア教育のモデルを提示し, 
その効果を検証した。 学校現場で使いやすく かつ生徒に
と っても魅力的な取り組みを開発すること をめざし, キャ
リ ア教育の理論と実践の融合をめざしたものである。 こ
れら の取り 組みによ り, 生徒の職業選択への自信
(Jepsen, 1975) の育成を目指すことができるプログラム
開発を進める一事例と したい。 
2 研究の目的 ・ 方法
本研究は, 中学校におけるキャリ ア発達を促進するた
めに有効な教育課程を開発 し, その検証をも と にキャリ
ア教育モデルを作成するものである。1 年目には, 兵庫
教育大学附属中学校 (以下兵庫教育大学附属中学校) に
おける教育諸活動がキャリ ア教育を推進していく う えで
どのよう な位置づけを持つものであるかを検証した。 そ
の上で, 教育課程の編纂を行い, 2 年目は具体的な教材
開発, 教育実践を通して, その教育効果を検証し, それ
らによ って生徒のキャリ ア発達がどのよう に進展したか
を調査した。 
3 兵庫教育大学附属中学校におけるキャリア教育
兵庫教育大学附属中学校では, キャリ ア教育を 「一人
一人の社会的 ・ 職業的自立に向けて必要な能力等を育て
る教育」 と位置づけ, 各教科, 道徳, 総合的な学習の時
間, 特別活動をとおして指導してきた。 教育目標である
「人生をたく まし く 豊かに生き抜く ために, 考え, 鍛え, 
行動する人間の育成」 は, 創立以来31年目を迎えた今で
も, 知 ・ 徳 ・ 体の調和のと れた人間性豊かな生徒の育成
が中等教育の大切な任務であるこ とを示唆している。
平成23年度より 「理論と実践の融合」 に関する共同研
究を始め, 「中学校の諸活動におけるキャリ ア発達を促
す教育活動の効果に関する研究 キャリ ア教育モデルプ
ラ ンの提示を基に一」 と課題を設定して研究を進めてい
る。 平成24年度には 「生きる力」 の育成を教育の柱と し, 
目指す生徒像に 「自立と創造 社会的自立を目指し, 自
己の能力や創造性を伸ばす生徒」 を新たに加えて, 教育
課程を編纂し直した。 
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こ れらの取り 組みのねらいは, 中学校におけるキャリ
ア発達の促進を図るための有効な教育課程を開発し, そ
の検証をも と にキャリ ア教育モデルを作成するこ と にあ
る。 新学習指導要領に示す 「特別活動(第 5 章) のねら
い」 に即して, キャリ ア教育の諸理論(機能理論, 発達
理論など) と関連づけながら, 中学段階において必要な
キャリ ア教育モデルを立案し, 具体的な教材開発, 教育
実践を通して, その教育効果を測定し, キャリ ア発達の
進展を検証するものである。 さ らに, 平成24年度には, 
新たな取り組みと して, キャリ ア教育における基礎的 ・ 
汎用的能力 (文部科学省2011) と関連づけながら, 中学
段階において必要なキャリ ア教育モデルと して 「キャリ
ア総合選択授業」 及び 「アント レプレナ一教育」 を企画
立案して実施した。 
( 1 ) 兵庫教育大学附属中学校の現状
兵庫教育大学附属中学校は国立大学附属校であり, 県
内各地から生徒が通学しているため, 県内の公立中学と
比較すると, 「 ト ライ やる ・ ウイ ーク」 な どの職業体験
活動が実施しにく い学校である。 また, これまで総合学
習に力 を入れて研究を進めてきたため, 24年度からの新
学習指導要領実施に向けて教育課程を編纂し直す際に, 
キャリ ア教育の推進, 基礎的 ・ 汎用的能力育成という 視
点からの教育諸活動と して組み直す必要があった。 そこ
で, 教育諸活動をキャリ ア教育の視点から捉え直し, 
P D C A サイ クルで活動を評価するこ とで, スリ ム化, 
内容の充実を図ろう と している。
一方, 本校では行事や生徒会活動が, 生徒の主体的な
活動を念頭においた取組と して位置づいている。 伝統的
に自主性, 責任感, 思いやりの気持ち, 協調性, コミ ュ
ニケーシ ョ ン能力等を培ってきており, 主体的に行動 し
よう という 生徒が多い。 やや学力は2 極化しているもの
の, 非社会的行動, 反社会的行動はほとんどなく, これ
までの研究の取り組みによって学び合いの学習が定着し
てきている。 このよう な現状から, 本校はキャリ ア教育
にかかわる諸活動がキャリ ア発達にもたらす効果を観察
し, 検証できる環境にあるといえる。
中学校においてキ ャリ ア教育を推進するには, 単なる
出口指導に陥るこ となく, 生徒の発達段階に応じたキャ
リ ア発達を促す教育が必要であり, キャリ ア教育につい
て正し く 理解させ, 有効なキャリ ア教育履修を教育課程
に位置づけて指導するこ とが重要である。
キャリ ア教育推進, 基礎的 ・ 汎用的能力育成という 視
点からキャリ ア総合選択授業やアント レ プレナ一教育を
捉え, キャリ ア教育推進プロ グラムを構築するこ と を通
して, 将来に夢を持ち, 個性の伸長を図り ながら, 主体
的に学ぶことができるよう な生徒を育成できるという 仮
説を立て, 実践を通してこ れら を検証している。 また, 
中学校のキャリア発達を促す教育活動の効果に関する研究
活動を通して, キャリ ア教育で求められる 「人間関係形
成 ・ 社会形成能力」 「自己理解 ・ 自己管理能力」 「課題対
応能力」 「キャリ アプラ ンニ ング能力」 を身につけ る事
ができ るという こ とに関しても検証する必要がある。 
( 2 ) 必要となる教育課程の工夫
兵庫教育大学附属中学校では, 兵庫県公立中学校が取
り 組んでいる 「 ト ライ やる ・ ウイ ーク」 と同等のキャリ
ア教育に関する効果を期待しう る活動を25年度から実施
する予定である。 平成23年度から教育課程の整備を行い, 
第 1 学年50h, 第2 学年70h, 第 3 学年70h に縮小された
総合的な学習の時間を活用して, キャリ ア発達にと って
の課題を明確にしつつ, 生徒のモチベーシ ョ ンを高める
取り組みと して, 「キャリ ア総合選択授業」 及び 「アン
ト レプレナ一教育」 を実施すること と した。 従来, 総合
的な学習の時間で実施していた行事関係をスリ ム化する
と と もに, 道徳や特別活動の時間を確保し, なおかつ教
科指導の時間を確保するという教育課程編纂は, かなり
の困難を伴ったが, 逆に, 「生徒にと って必要か, それ
と も必要でないか」 という 視点で見直しができた。 
( 3 ) 校内における研究成果の評価方法
キャリ ア総合選択授業及びアント レプレナ一教育につ
いては, 「自己評価シート」 を作成し, 生徒一人一人が
観点別にどのよう に取り 組めたか, でき るよう になった
こ とは何か, 困難を感じたこ とは何かなどについて評価
できるよう にし, 本校担当教員と大学の講座担当教員と
で生徒の自己評価に基づく 評価をすることと した。 また, 
23年度に引き続きキャリ ア意識調査を実施 ・ 分析した。 
24年度の成果は評価を含めて実践記録集と してまとめ, 
次年度のバージ ョ ンア ッ プを目指した。 
( 4 ) キャリア総合選択授業
キャリ ア総合選択授業は, 大学教員と兵庫教育大学附
属中学校教員が共同で行う キャリ ア開発につながるこ と
を目的と した生徒の関心別授業である。 5 月初旬に生徒
向けオリエ ンテーシ ョ ンを行い, 生徒に希望する講座を
選択させて, 選択教科希望調査用紙に記入させ, 割り振
りの後, 講座ごとに2 年 , 3 年を講座ごとに20名程度の
グループに分けて実施した。 大学教員と兵庫教育大学附
属中学校教員による 「キャリ ア教育総合授業」 は5 ~ 10 
月の11回実施された。 友嬉祭(文化祭) などで学習した
内容について生徒がまとめ発表し, その後2 回の授業で
総合的なふりかえり を行った。
1 ) 開設講座について
本研究のための 「キャリ ア総合選択授業」 の講座内容
は, 「サイエ ンス ・ 心理」(心理学入門、 数読! など) 
「人文 ・ 言語」(絵本の世界を知ろう、 一度じっ く り考え
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てみよう ! 一哲学で始める頭のス ト レ ツチー、 日本再発
見一日本のと なりはポーラ ン ド ーなど) 「ものづく り ・ 
心と体づ く り」(人間と リ ズム、 エ ンジニアリ ングに挑
戦 ! ! など) の 3 部門と した。
2 ) キャリ ア発達促進を根底に置いた講座開設や内容等
の充実について
開設講座は、 総合的な学習の時間を活用して、 オリエ
ンテーショ ンを含めて14回十友嬉祭の実施と した。 第2 
学年, 第 3 学年の198名を対象と して, 1 つの講座を第
2 学年, 第 3 学年が一緒に受講する形式と した。 全13講
座, 1 講座あたりの生徒数を15名程度と し、 生徒は次年
度に同じ講座を受講してもよいこ と と した。 H中学教論
は講座のう ちどれかを担当して, 大学教員との共同共究
を進めた。
各講座の成果を、 友嬉祭でのポスター掲示や第1 学年
を交えたポスタ一 セ ツシ ヨン研究発表等において生徒自
身に発表させた。 さらに、 友嬉祭後に 「自己評価シート」
を使って生徒が相互評価を行う こ と と した。 また、 作成
し たポス タ ーはポス タ 一 セ ツシ ヨ ン後も校内掲示す るこ
と と した。
3 ) 大学教員による意見 ・ 感想
担当大学教員の授業評価から、 大学教員にとっても中
学生への授業がさま ざまな自分自身の気づきにつながっ
たこ とが読み取れる。
「生徒の興味 ・ 関心の高さ」 が示され、2 ・ 第3 学年
が一緒に学ぶ初めての試みであるこ とから, 生徒が 「す
こ し緊張している」 「生徒たちは, 当初はとま どいなが
らも, 次第に発見を楽しみにできるよう になっていった」
といつたこ とが指摘されたが、 「ま じめで熱心な学習態
度」 であり 、 「生徒の感性の豊かさに驚かさ れた」 との
感想があった。 「制約の中ではあったが, 発表そのもの
は堂々と伝えるべきこと を語りかけ, 相手の様子に応え
よう とする素晴ら しいものであった。 それは通常の授業
などの裏付けがあってのものであると思う」 「人間と リ
ズムとのかかわり の奥深さ を知り, 素直に驚きや感動を
表現していたのが印象的だった」 「生徒の真剣なまなざ
し, 実験や実習が成功した時の喜ぶ姿, 次々に新しいア
イ ディ アを出しながら工夫 してい く 姿が見られ, と ても
心強く 感じた」 という感想からは、 日常の学校教育活動
が 「キャリ ア総合選択授業」 でも生かさ れており 、 さま
ざまな活動に学習が応用される機会になったこ とが示さ
れた。
一方で、 大学教員にとっても 「中学生に教えるこ とで
新鮮な体験ができた」 「生徒がどんな学習内容にどう取
り 組むかを間近でみるこ とから, 色々な研究のアイ ディ
アを得た」 「生徒の学習場面にかかわるこ とは, 教育学
を研究している私自身にと っても, 非常に勉強になった」
「私自身見過ごしていたこ とに気付かされるこ と も度々
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あり, 感想を読むのがと ても楽しみだった」 「生徒と共
有した時間は私自身もまた多 く のこ とに気付 く 機会でも
あった」 「新たな発見があったこ とや, 心ふるえ る感動
が得られたこ となどが記されていて, 私も同じ思いであっ
たこ と をあらためて確認した」 といつたよう な、 大学教
員自身の学びにつながる場であったという 感想が多 く 見
られた。 「生徒の 『今は認識できなく ても, き っといつ
か身についていると思える日が来ると思う』 という 感想」
に担当者自身が勇気をもらえたという感想もあり、 ここ
でも大学教員に気づきが得られた様子が伺えた。 
( 5 ) アン ト レプレナ一教育
平成23年度, アント レプレナ一教育の計画を立てるた
めの視察及び文献検索などを進め, 実施上の課題や期待
さ れる成果等に関する研究を進めた。 その結果, キャリ
ア発達に寄与する取り組みと して, 附属中学校における
アント レプレナ一教育のあり かたを次のよう に企画立案
し, 実施した。 
1 ) テーマ設定について
24年度は全学年, 同じ教育内容で実施。 (第 2 学年は
2 年間, 第 3 学年は 1 年間の教育計画とする)。 内容が
同じでも, 学年による発達の違いや既習内容の違いがあ
り, 同じよう な成果発表にはならないと考えた。25年度
より教育内容構成を学年が上がるごと に推移させていく
こと と し, 26年度からは, 各学年の習得状況に応じた内
容構成ができるよう計画している。 
Table t アン ト レプレナ一教育テーマ
学年 24年度 内容 25年度 内容 26年度 内容 
第 1 学年 
8 h 
こ れはすごいも 
の 
こ れはすごいも 
の 
こ れはすごいも 
の 
第 2 学年 
8 h 
こ れはすごいも 
の 
ふる さ と お土産 
プロ ジェ ク ト
ふる さ とお土産 
プロ ジェ ク ト
第3 学年 
8 h 
こ れはすごいも 
の 
ふる さ と お土産 
プロ ジェ ク ト
ふる さ と のま ち 
をPR 
2 ) 具体的な指導内容
総合的な学習の時間を活用して学年での発表を含めて
8 時間扱いと した。 1 年目は身近な文房具や調理器具, 
生活用品等で, この工夫はすごい, この発想はすごいな
ど, すごいと思う 「モノ」 「 コ ト」 について自分の考え
をまとめて発表する。 1 学期及び2 学期で実施し, 友嬉
祭で学習発表することと し、 学習の成果は, 友嬉祭での
ポスタ ー掲示やP P を使ってのプレゼンテーシ ョ ンなど, 
学年で工夫するこ と と した。 友嬉祭後に 「自己評価シー
ト」 を使って評価を行う こ と と した。 また、 作成した
「ポスター」 や 「すごいモノ新聞」 な どは友嬉祭後も校
内掲示した。
3 ) 生徒の自己評価
アント レプレナ一教育は, 生徒が受け身に学ぶもので
はな く, 自ら学習 した内容をふり かえり, キャリ ア形成
「すごい l l」 をプレゼンテーショ ンしよう
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Fig.1 アン ト レプレナ一教育評価シート
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中学校のキャリ ア発達を促す教育活動の効果に関する研究
に役立てなければならない。 「評価シートA」 「評価シー
トB」 を用いることにより, 生徒自身がふりかえり を行
い, さらに教師とのやり とり を重ねるこ とによって, キャ
リ ア形成を促すこ と を試みた。
受講した生徒自身が自らの体験を 「評価シートA」 で
は発表を聞いた後に短時間で評価できるよう に, 記述で
はなく 数値での評価を取り入れた。 これにより, 各発表
後の意見交流に多 く の時間を当てるこ と をねらいと した。 
また, 評価の観点を具体的に示すこ とで, 生徒が発表を
聞く 上でのポイ ント を明確に持つことができるよう に工
夫した。 この工夫により, 発表後の意見交流では, 3 つ
の観点に沿った意見が交わされた。 評価の観点の1 ~ 3 
は, 今回のア ント レプレナ一学習の目標を具体化 させた
内容になるよう 配慮した。
プレゼンテーシ ョ ン交流会終了後には, 「評価 シート
B」 を活用した。 これは 「評価シートA」 とは異なり, 
10~ 15分の時間をとり, 自由記述形式で書かせるよう に
した。 ただ, ここでも学習目標の明示は意識している。 
このよう に, 繰り返し学習のねらいを生徒に示すことで, 
授業を貫く 課題に対する意識を強く持たせるよう に工夫
した。 また, 「今後の生活にいかしていきたいと思う こ
となどをまとめま し よう」 と問う こ とで, 今回の学びを
最終的には生徒の日常生活へと戻していく こ と を意識し
ている。 
3 ) 各学年の取り組み
各学年におけるアント レプレナ一教育の取り組みとそ
れへの生徒の評価などをも とに, 教員による成果と課題
がまと められた。 れらの内容は, 次年度以降のア ント レ
プレナ一教育を初めとするキャリ ア教育全体に反映され
る。 
① 第3 学年アント レプレナ一教育 実践内容
第 3 学年におけるアント レプレナ一教育の内容につい
て以下にまと める。 
Table 2 第 3 学年アン ト レプレナ一授業の指導内容
教科名 総合 指導者 第 3 学年教員 場所 教室 ・ コ ンピュ ータ ー室 ・ 北館 
主 題 ア イ デ ア が - 杯 
目 標 
0 生徒の身の回り にあるヒ ッ ト した商品やサービスなど 「すごいもの」 について調べるこ とで, 起業家の工夫や努力に気付 
き理解を深めることができる。 
O Ic T を活用し, 情報を収集 ・ 整理すると と もに, 得られた情報をわかりやすく 伝えるこ とができる。 
内 容 回 実施日 計画 実際の内容の概略 
1 5/16 0 オリ エ ンテーシ ョ ン0 課題の提示, 身近な製品やサービスの商品化までの過程について調べるこ と を説明す 
る。 商品開発の例をいく つか紹介する。(ポス ト イ ッ ドなど) 
ワーク シート に記入する。 
2 5/23 0 すごいものについて 
調べる 
0 自分自身または家族や友だちが使っている製品やサービスで日頃から便利だな一と思つ 
ているものについて考える。 イ ンタ ーネ ッ ト, 図書室の本, 雑誌など利用して調べる。 
ワーク シート にま とめる。 
3 
4 
6/6 
6/20 
0 身の周りの起業家に 
ついて知る 
0 前時で調べた製品やサービスについて, 考えて世に出した人がどのよう な人だったの 
か, どのよう に開発し たのかを調べワーク シート にま とめる。 調べて分かったこ と に 
関しての感想をまとめる。 次回発表までに新聞形式でまとめる。 
5 7/4 0 グループ内発表 0 グループ内で調べた物について発表し, 意見交換, 質疑応答, 感想発表を行う。 他の 
人の発表を聞き, 相互評価を行う。 グループの代表を1 名決定する。 
時間が余り そう な場合は最初に発表練習などさせる。 
6 7/11 0 クラス発表 0 グループの代表者 ( 8 名) が, ポスタ一 セツシヨン形式で発表する。 1 人発表 3 分, 
質疑応答 2 分。 相互評価を行い, 感想等も記入して発表者に渡す。 
7 7/18 0 活動の振り返り, 自 
己評価 
0 学習を通しての感想 ・ まとめ ・ 自己評価を行う。 
8 10/27 0 友嬉祭にて展示発表 0 個人が作成したアン ト レプレナー 新聞を学級に展示する。 生徒は作品を見て, 優秀作 
品を3点選出する。 
9 11/28 0 学年発表 0 選出された代表3 名が学年発表を行う。 
費用等 個人新聞用紙100枚, 台紙用色紙100枚を購入した。 
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i ) 第3 学年の実践内容
(1 ) グループ内発表の様子
グループ内で調べた物について発表し, 意見交換, 質
疑応答, 感想発表を行った。1 人発表 3 分, 質疑応答 2 
分で行った。 少人数グループでの発表なので, 発表者も
説明を聞く 生徒もリ ラ ックスした雰囲気で発表や質疑応
答をしていた。 相互評価後にグループの代表1 名を選出
し, 代表者の発表を改善できるよう にア ドバイ スを行う
姿が見られた。
(2) クラス内発表の様子
グループの代表者 ( 8 名) が , ポス タ ーセ ッ シ ョ ン形
式で発表した。 8 名の発表者のもとに3 人ずつの生徒が
集まり, 発表を行った。 時間設定は発表3 分, 質疑応答
と相互評価, 感想記入を2 分と した。 発表者は同じ説明
を8 回行う こ とになり, 後半になるにつれて説明が具体
的になるなど, ポイ ント を押さえた説明ができ るよう に
なっていた。
ii ) アント レプレナ一学年別発表会 ・ 友嬉祭発表会の様
子
友嬉祭にて展示発表を行った。
各 ク ラ スに各自が調べたモノ やサービスについての新
聞を展示し相互評価を行った。
相互評価の結果, 優秀作品を学年で3 点選出した。
f l ) アント レプレナ一教育評価シート について
(1 ) クラス発表での相互評価について
クラス発表では相互評価と感想記入を行った。 感想欄
には感想だけでなく, 質問 ・ ア ドバイ スを記入するよう
に指導した。
相互評価については評価の観点を3 つ示し, 発表後に
短時間で記入できるよう に1 ~ 4 までの数字から選択す
るよう な方法を取り入れた。
①発明のエ ピソード ・ 製品の詳しい情報を調べている。 
②聞いている人にわかり やすい説明ができている。
③図や写真を使用し, 丁寧にまとめている。
生徒の感想例を以下に示す。
「昔と現在を比較して説明していたので良かった。」
「ほんの些細なこ とが大きな発明になるこ とがわかった。」
「よ く 調べていてわかり やすかった。 もう少し, 絵や写
真があれば良かった。」 「絵がと ても丁寧でたく さ んの色
を使ってきれいにまとめていた。」 「漢字の読み方など事
前にしっかり調べると も っと良く なると思う。」 「はきは
きと した発表でと ても聞きやすかった。」 「エ ピソードや
作られた過程をう ま く まとめていた。 質問にう ま く 答え
られていた。」 「文字量が多すぎず, 少なすぎずち よう ど
読みやすい量だった。」 「説明文をそのまま書き写すのは
いまいちかも。 せっかく いい図を書いているのでもっと
利用すべきだと思った。」 「図や文はわかりやすいが説明
が早口だったのでわかり にく かった。 もう 少 しゆっ く り
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と言えたらいいと思う。」
(2)授業後の自己評価について
授業後に授業全体を振り返る自己評価シートの記入を
行った。 以下の6 つの項日について記述式で評価を行う
方法を取り入れた。
①学習内容に興味を持って取り組んだか。
②製品やサービスがヒ ッ ト した理由を考えるこ とで, 
何か新 しい発見があったか。
③新 し く 開発 された製品やサービスが, 皆に使われる
よう になるために必要な要素がわかったか。
④新 しい製品やサービスは私達の生活に何らかの影響
を与えているか。
⑤発表を通して, 互いに学び合いながら グループで活
発な意見交換ができたか。
⑥学習への取組を振り返り, 改善したい点及び反省点
はなにか。
項目⑤の感想例
「 グループのみんなから, 自分とは違う日線でいろい
ろなア ドバイ スをも らう こ とができま した。 「試し書き
を させてみては? 」 (こ の生徒はクルト ガと いう シャー
プペンシルについて調べていた) という 意見をも らって, 
いい発表ができたと思います。」
「自分では気づかなかった点や, 何も思わなかったこ
と を指摘さ れ, 「なるほど」 と思いま し た。 いろいろな
視点から見るこ とでより深い内容になるこ とが分かり ま
した。 良い質問をしてく れた人もいま した。」
iv ) 第 3 学年アント レプレナ一教育 成果と課題
成果と して, 以下に示す 5 点があげられる。
①生徒が自分の興味を持つ物について調べるため, 非
常に意欲的に取り組む姿が見られた。
②生徒の身の回り にある 「すごいもの」 について, 起
業家の工夫や努力に気付き理解を深めることができた。
③ICT を活用し, 情報を収集 ・ 整理し, 得られた情報
を新聞形式にまとめて伝えるこ とができた。
④自分の調べた内容をわかり やすく 伝えるための具体
的な方法について理解が深まった。
⑤ グループ内の生徒と コ ミ ュニケーシ ョ ンを図り なが
ら発表内容を改善していく こ とができた。
課題と しては, 以下の 3 点があげられる。
① 第 1 時のオリエ ンテーシ ョ ンで調査するモノ やサー
ビスの例を挙げて説明したが, 各自でテーマ設定する場
面になると, 例で挙げたモノ やサービスや生徒のごく 近
く にある品物(文房具など) に偏る傾向が見られた。 テー
マ設定の際には, 生徒が日頃意識していないが便利なモ
ノ やサービスについて気づかせるよう な教師の働きかけ
が必要である。 
中学校のキャリ ア発達を促す教育活動の効果に関する研究
② 教師が生徒につけ させたい力を意識し, そのつけ ビスについて提案を行っていく 。 生徒が考えた事柄が実
たい力を意識した自己評価ができるよう な評価項目の吟 際の社会に貢献でき るかどう かは, 社会からのフ ィ ー ド
味をする必要がある。 バックが大切であると考える。 事業所等と連携し, ゲス
③ 学年に応 じたキャリ ア発達を促進するために, 生 ト テイーチ ヤー を招いた講演を行ったり, 具体的な提案
徒個々のキャリ ア発達課題の把握し, 授業計画を作成す について意見交換を行ったりするなど生徒の夢物語では
る必要がある。 なく実現可能な提言ができるよう な取組にしていきたい。
こ れらの成果と課題をふまえて今後は, 第 1 学年から
第 3 学年に向け継続的 ・ 系統的なキャリ ア教育に取り組 ② 第2 学年アント レプレナ一教育 実践内容
み, 自らが考案した新規の事柄が社会貢献につながるよ 第2 学年におけるアント レプレナ一教育の内容につい
う な活動に取り組ませたい。 例えば地域の事業所や商工 て以下にまとめる。
会と連携し, 地域の活性化につながる新しいモノ やサー
Table 3 第 2 学年アン トレプレナ一授業の指導内容
教科名 総合l 指導者 第 2 学年教員 場所 教室 ・ コ ンピュ ータ ー室 ・ 北館 
主 題 「すごい商品」 を紹介しよう! 
目 標 
0 「すごい商品」 について調べるこ とで, ①商品に込められた知恵や工夫②商品開発の歴史や開発者の努力③商品が社会で 
果たしている役割 について理解を深めるこ とができる。 
0 分かり やすいプレゼンテーシ ョ ンをするための技術を習得するこ とができ る。 
内 容 回 実施日 計画 実際の内容の概略 
1 5/17 0身近にある製品やサー
ビスを分類する。 
0 自分自身または家族や友だちが使っている製品やサービスについて, その商品が生ま 
れた発想という観点で分類をさせた。 
2 
3 
5/24 
5/31 
0 「すごい商品」 を紹 
介す る プレゼ ンテー
シ ョ ンを作成す る。 
0 それぞれが選んだ 「すごい商品」 について, ①商品に込められた知恵や工夫②商品開 
発の歴史や開発者の努力③商品が社会で果たしている役割 という3 つの観点で調べ 
させた。 
4 6/7 0 プ レゼ ンテ ーシ ョ ン
の練習をする。 
O 調べた内容を4 枚のプレゼ ンテーシ ョ ンシート にまと めさせて, 発表練習を させた。 
5 6/15 0 グループで プ レゼ ン
テ ーシ ョ ン交流会 を 
実施する。 
0 生徒を 7 グループに分けて, 各グループで プレゼンテーシ ョ ンの交流を させた。 交流 
後, 評価を付箋に書かかせて意見の伝え合いをさせた。 
6 6/21 0 交流から得た課題を 
基に し て, プレゼ ン
テ ー シ ョ ンを修正す 
る。 
0 プレゼ ンテーシ ョ ンの交流から得た課題を基に し て, より よい プレゼ ンテーシ ョ ンに 
なるよう に内容の再検討をさせた。 
7 6/29 0 1 回日とは異なるグ
ループを編制 し, プ
レ ゼ ンテ ー シ ョ ン交 
流会を実施する。 
0 聞き手に分かりやすく伝えるだけでなく, 聞き手を引きつける話し方を意識させなが 
ら, プレゼ ンテーシ ョ ンの練習を させた。 
8 7/5 0 各グループの代表者 
によ る, 学年でのプ
レゼ ンテ ーシ ョ ン交 
流会を実施する。 
0 1 回目とは異なる グループを編制 し, 各 グループで プレゼ ンテーシ ョ ンの交流を させ 
た。 交流後, 最も評価の高い発表者を1 人決めさせた。 
9 7/12 0 プ レゼ ンテ ーシ ョ ン
作成から学んだ内容 
を, 掲示用と して画 
用紙にまとめる。 
0 各 グループの代表者8 名によ る, 学年でのプレゼンテーシ ョ ン交流会を実施 した。 各 
発表後には, 聞き手からの感想 ・ 意見 ・ 質問などを発表させた。 
10 9/27 0 プレゼンテーシ ョ ン作成から学んだ内容を, 掲示用と して画用紙にまとめさせた。 
11 10/3 
※ 10/27 0 友嬉祭で掲示物の教 
室展示, 及び学年代 
表者によ るプレゼン
テーシ ョ ンを実施す 
る。 
0 友嬉祭で, 前時にまとめた掲示物を教室に展示した。 さらに, 全校生徒に向けて, 学 
年代表者 4 名によるプレゼンテーシ ョ ンも実施した。 
費用等 0 画用紙100枚, 両面テープ15個を購入した。 
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生徒によ る 「学年でのプレゼンテーシ ョ ン交流会」 に
おいては, パワーポイ ン ト によ る プレゼンテーシ ョ ン, 
生徒間における質疑応答が行われた。 また, 「友嬉祭に
おけ るポス タ ー展示 ・ プレゼンテーシ ョ ン」 も行われた。 
友嬉祭では, 学年 プレゼンテーシ ョ ン交流会において特
に評価の高かった4 名の生徒がステージ発表を した。 発
表の仕方 ・ 内容と もにと ても分かり やす く すばら しいも
のであった。 また, 発表者以外の生徒には, プレゼンテー
シ ョ ンシー ト を プリ ント アウ ト したものを画用紙に貼ら
せ, そこに発表内容をまとめさせた。 そして, それ学習
成果の紹介と して, 教室に展示させた。 
i ) 第 2 学年におけるアント レプレナー 学年別発表会 ・ 
友嬉祭発表会の様子
プレゼンテーシ ョ ンの交流を通して, 「すごい商品」
について, ①商品に込められた知恵や工夫 商品開発の
歴史や開発者の努力③商品が社会で果たしている役割
について理解を深めるこ とができた。 また, 分かり やす
い プレゼンテーシ ョ ンをするための技術 を習得するこ と
ができた。
学年 プレゼンテーシ ョ ン交流会では, 8 名の代表者に
よ るプレゼンテーシ ョ ンと その評価, 発表に対する意見
交流を実施 した。 具体的には, プレゼンテーシ ョ ン後, 
フロアにいる聞き手の生徒に 「評価シートA」 (次項で
紹介) を記入させ, 意見 ・ 感想 ・ 質問等を発表させた。 
そ して, 8 名すべてのプレゼンテーシ ョ ン終了後に 「評
価シートB」 (次項で紹介) を記入させ, すべての学習
を通しての自己評価をさせた。 以下に, その文章を紹介
する。
「例えばペンだったら, その 1 本のペンの開発だけに
会社やその会社で働いている人, お金も関係していて, 
ただ使っているだけでも会社では細かい工夫がされてい
てすごいと思いま した。 それに, 新しいものを作ると き
にも, 古い歴史を参考にしてあって, ま さに温故知新だ
と思いま した。 プレゼンテーシ ョ ンは, 一人でやってみ
たと きは見やすいと思っていたけ ど, いろいろな人の感
想を聞いて参考になり ま した。 また, 色の効果も重要だ
と思いま した。」 「 プレゼンテーシ ョ ンはただ話すだけで
はな く, 聞き手の反応が大事だという こ とがわかったの
で, ふだん話 していると き, 聞き手はどのよう に聞いて
いるのかをしっかり見て話ができたらいいと思いました。」
「私はこの学習で自分が調べたこ とや人が調べたこ とか
ら, 開発者の努力や歴史について分かり ま した。 何十年
もかけて作り上げた商品もあり, それには開発者の思い
がたく さんあると思いま した。」
初回の授業から, 学習のねらいを具体化 したものを評
価の観点と して生徒に示した。 また, 各授業の導入や展
開の際にも, 繰り返し学習目標を提示するよう にした。 
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それにより, 相互評価や自己評価の際, 生徒に明確な評
価のポイ ント を持たせることができた。
教師の評価方法と しては, 生徒の学習への取り組みの
様子, ワーク シート に記入した自己評価の内容, 作成し
たパワーポイ ントの内容, 発表の仕方等を総合して評価
を行う こ とにした。 
ii ) 第 2 学年アント レプレナ一教育 成果と課題
第 2 学年アント レプレナ一教育の成果と課題を示す。 
以上の成果と課題を来年度へと生かしていきたい。 成果
は次の 3 点があげられる
① I C T 機器を有効活用することで, 分かりやすい
発表をさせることができた。 今回生徒が身に付けたパワー
ポイ ント ソ フ ト の活用方法やプレゼンテーシ ョ ンの方法
は, 社会へ出たと きにも十分に生かされる力であるだろ
う o
② 生徒に強い学習意欲を持って課題に取り組ませ, 
理解を深めさせることができた。 その理由の1 つと して, 
生徒自身が興味を持った商品を選択して, 調べ学習を展
開したこ とが挙げられる。 自己選択した課題により生徒
の主体的な学習を促すこ とができた。
③ 協働学習により学習の深まりが生まれた。 具体的
には, 1 回日のプレゼンテーシ ョ ン交流会後の相互評価
の方法と して, それぞれの発表に対 して気付いたこ と を
付箋に書かせ, 相手の机上に貼っていく よう にさせた。 
こ れにより, 2 回日のプレゼンテーシ ョ ン交流会へ向け
ての改善点を具体的に持たせるこ とができた。 その他の
学習展開の中でも, 協働学習を意図的に取り入れるこ と
で, 生徒が主体的に理解を深められるよう に工夫するこ
とができた。
課題は次の 2 点があげられる。
① 調べ学習の手段と してイ ンターネ ッ ト を活用させ
たこ と により, その膨大な情報の取捨選択のみに生徒の
意識が集中してしまい, 肝心の考察を深めさせる時間が
十分に持てなかった。 よって, 完成したプレゼンテーシ ョ
ンの中には, ただ情報を編集しただけの作品がいく つか
見られた。 じっ く り と情報と向き合う こ とで, 各自の考
察を深めさせるよう な場を設定してい く こ とが今後の調
べ学習を展開していく 上での課題となった。
② 効率的かつ客観的な評価方法を確立していく こ と
である。 生徒は今回の学習を通じて, 数多 く の成果物
( プレゼンテーシ ョ ンシート, 自己評価シート, 掲示物
等) を作成している。 こ れら一つひとつに対して, 正当
な評価をしていく にはかなり の時間がかかるこ とが予想
させる。 よって, 効率的な評価方法の確立が必要である。 
また, 生徒が学習のまとめと して書き上げた自己評価シー
ト を教師の評価と どのよう に関連させていく か, つまり, 
客観的な評価方法の確立も課題である。 
中学校のキャリア発達を促す教育活動の効果に関する研究
③ 第1 学年 アント レプレナ一教育 実践内容 ト を見ながら, 振り返り シート に記入させ, 学習のまと
第 2 学年におけるアント レプレナ一教育の内容につい めと した。 生徒の振り返り文には、 「学年全員の前で, 
て以下にまとめる。 グループ発表を行う のが初めてであった。 しかし, どの
Table 4 第 1 学年アン トレプレナ一授業の指導内容
教科名 総合 指導者 第1 学年教員 場所 教室 ・ コ ンピュ ータ ー室 ・ 北館 
主 題 「身近にあるすごいもの, 起業家について」 ポスタ一 セ ツシ ヨ ンをしよう! 
目 標 
0 「みんなのためになるよう なこ と」 や 「こ う いう こ とがあれば便利だという仕組み」 や 「こ う いう物があれば便利だ」 と 
いう 「すごいもの」 について調べ, 商品に込められた知恵や, 工夫, 商品開発の歴史, 商品が社会で果たしている役割な 
どについて知る。 
O調べたことやわかったこと, 感想を個人レポート にまとめるこ とができる。 
O 調べたこ とやわかったこ と, 感想を グループでポスタ ーにま と めるこ とができ る。 
内 容 回 実施日 計画 実際の内容の概略 
1 5/22 0 オリエンテー
シ ョ ン
0 この授業の内容, 目標について, ある商品を例に説明を行った。 
2 6/5 O調べ学習① 0 個人が, イ ンタ ーネ ッ ト を使い, 「身近にあるすごいもの」 について, 商品に込められた知 
惠や工夫, 商品開発の歴史, 商品が社会で果たしている役割という3 つの観点で調べ学習を 
行った。 
3 6/12 O調べ学習② 
4 7/3 O調べ学習③ 
5 7/10 0 個人レポート
作成 
0 それぞれが調べた 「身近にあるすごいもの」 について, 3 つの観点にま と め, レポート を作 
成した。 
6 7/13 0 グループ内発 
表会 (意見交 
流)① 
0 作成した個人レポート をもとに, 生徒を9 グループ(内容が似ているもの) に分け, 意見交流 
を行った。 交流後, グループ毎にポスタ ーにま と め直 し, 発表練習を行った。 
7 7/17 0 グループ内発 
表会の準備② 
8 9/5 0 グループ内発 
表会の準備③ 
9 9/21 0 学級内でのグ
ループ発表会 
0 評価シート をもとに, 学級内でグループ発表会を実施し, 相互評価を行った。 その際, 学級 
代表を2 グループ選出 した。 
10 10/10 0 学年発表会 0 各学級 2 グループ, 計 6 グループによる学年発表会を実施した。 
11 10/21 0 自己評価 0 今回の総合を通して, 振り返り シート をもとに, それぞれの観点について, 自己評価をし, 
今後の学校生活に生かしていきたいこ とについて, 自由記述を行った。 
※ 10/27 0 友嬉祭でグループで作成したポスターを教室に掲示する。 
費用等 0 模造紙30枚, 油性マジック24セット を購入した。 
ポスター作成の後, 学級での発表会を行い, 学年単位
でのポスタ ー発表会においては, 質疑応答も行われた。 
i ) アント レプレナ一学年別発表会 ・ 友嬉祭発表会の様
子
学年のねらいを次のよう に定めた。 ① 「すごいもの」
について調べ, 商品に込められた知恵や, 工夫, 商品開
発の歴史, 商品が社会で果たしている役割などについて
知る。 ②他者にわかりやすく 説明するこ とができる。
各ク ラ ス2 グループ, 合計 6 グループによ る発表と そ
の評価, および自分のまとめた内容との比較, およびア
ント レプレナ一学習全体の振り返り を行った。 具体的に
は, 内容についてグループ全員で発表し, 各グループで
作成したポスターを掲示 した。 そして, グループ発表後, 
質疑応答を行った。 質疑応答終了後, 教室で, 評価シー
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グループも学級発表会で選ばれた優秀作品に改良を加え
たものであったので, すばら しい発表を行う こ とができ
た。」 「 グループで発表用に作成したポスタ ーは, 友嬉祭
にて教室に掲示した。 他の学級の同級生や2 ・ 第3 学年
の評価をも らう こ とで, 次の調べ学習への意欲が高まっ
た。」 な どがあった。 
ii ) 評価
授業中に, 学習の日標を具体化したものを評価の観点
と して示 した。 それによって, 生徒は, 目標をも って学
習に取り組むこ とができた。 また, 教師側の観点と して
は, 生徒の学習への取り組みの様子, 評価シートに生徒
が記述した内容, グループごとに作成したポスタ ーの内
容, 学級発表 ・ 学年発表での様子を総合して評価した。 
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「評価シートA」 では, 発表後, 短時間で記入できるよ
う に, 3 段階を取り入れた。 時間の有効活用をねらいと
し, 学級内でのグループ発表会及び学年別発表会で活用
した。 生徒の感想には以下のよう なものがあった。
「 グループで ポス タ ーを作 ると き には, アイ デアがま
と まらな く て, どう したらいいのかわからずと ても不安
でした。 何回も内容について話し合い, ポスターを仕上
げるこ とができま した。 発表するためには, 最後まで責
任をも って一生懸命な気持ちで取り組むこ とが大切だと
思いました。」
「学習 を始めたこ ろは, 普通にあるものを調べても, 
おも しろく ないだろう と思っていま した。 しかし, 詳
く 調べてい く と, 「のり にはこ んな歴史があるんだ」 と
か, 他のグループの発表を聞いて, 「この道具にはこ ん
な工夫の歴史があったんだ」 などが詳 し く わかり, と て
も興味が出てきま した。 これからの 「ものづく り」 の学
習に役立てたいです」
「今日, みんなの発表を聞いて, 自分が知らなかった
こ とがたく さ んあって, みんな詳し く 調べていてすごい
なあと思いま した。 また, 自分たちのグループも学年全
員の前で発表しました。 とても緊張したけど, 自分の言
いたいこ とがはっきり発表できたので, よかったです。 
こ れからは, 自分で調べたこ とやみんなが発表していた
こと を自分の生活にとり入れたいです。」
iii ) 第 1 学年アント レプレナ一教育 成果と課題
成果と して, 次の 4 点があげられる。
①自分が興味をも った商品を選び, それについて深く
調べることで, 最後まで学習意欲を高めることができた。
②自分の調べた内容について, グループ内で発表し, 
お互いに意見を交流することで, より良い内容に仕上げ
ることができた。
③共通点のある商品やサービスを調べた生徒が集まっ
て, 新 しいグループを作り, ポスタ ーにまとめて発表し
たため, 生徒間の協力がし っかり行われた。
④調べた内容についての感想を書かせるなどの言語活
動が生徒全員に取り組むこ とができた。
一方, 課題と して次の3 点をあげるこ とができる。
①発表後の質疑応答が活発ではなかった。
②集めた情報の編集とそれについての感想で終わった。 
調べた内容を考察し, 新たな疑問を見つけると こ ろまで
生徒を高めるこ とができなかった。
③計画した時間より も調べる時間が長く かかった。 ま
た, イ ンターネ ッ ト での資料検索が中心であったので, 
情報をホームページ上で見つけるのに苦労する生徒もい
た。 生徒の関心が深い商品の資料が見つからない場合の
対処方法を考えておく 必要がある。 
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( 6 ) 職業体験
兵庫県で実施している 「 ト ライ ・ やる ウイ ーク」 は
キャリ ア発達を促し, 生きる力を育成する取り組みと し
て全国から評価されている。 近年, 国立大学附属中学校
においても職業体験を 「 ト ライ ・ やる」 に習って実施す
るとこ ろがみられる。 附属中学校はこ れまで, 半日程度
の兵庫県における地場産業の見学や職業体験, 「ひよう
ごの匠」 事業による職業体験を実施してきた。 今後は, 
立地や生徒の構成など物理的な制約を鑑みっ つ, 可能な
範囲で附属中版 「 ト ライやる」 を実施できるよう準備を
進めるこ と とする。 
3 生徒へのア ンケー ト調査によ るキャ リ ア教育
プログラムの効果検証
兵庫教育大学附属中学校における教育課程の検証をも
とに, キャリ ア総合選択授業, アント レプレナ一教育を
計画実施し, 生徒の発達段階に応じたキャリ ア発達プラ
ンに基づいた計画的なキャリ ア教育の実施が, 生徒の意
識がどのよう に向上したかについて, プロ グラ ム実施後
の 2 月 , 生徒に対するアンケート調査により検証した
(古川他, 2013)。 調査は, 中学生の日常生活の行動につ
いて捉えると と もに, それら と彼らのキャリ ア発達に関
する意識の間の関係を再び検討するこ と と した。 その際, 
キャリ ア発達に関する質問項目を, 文部科学省 (2011) 
の提唱する 「職業的 (進路) 発達にかかわる諸能力」
(いわゆる4 領域 8 能力) の観点から見直し, より中学
生に合った具体的な項目から構成するよう に工夫 されて
いる。 
( 1 ) キャリア能力に対する生徒の自己評価
全生徒のキャリ ア意識の各項目に対する評定の平均値
(Fig 2) を見ると, 生徒達が自分で 「できている」 と思っ
ている能力と しては 「5 「ありがとう」 や 「すみません」
がはっきり言える」 「4 挨拶や返事がし っかり できる」
という 項目が高得点である。 基礎的なコミ ュニケーショ
ン能力は育成さ れていると考えられる。
また, 「9 将来のためにいま学習するこ とは大切だ」
「12今の生活や勉強が, 将来の生き方に影響する」 「16 自
分の将来のための進路計画を立てるこ とは大切だ」 とい
う 項目も高得点である。 将来のための学習や進路計画の
重要性は認識 している。 さ らに, 「13あなたのまわり の
仕事が, あなたの生活に役立っている」 「10働く こ との
大切 さや, 働 く 人の喜びやつら さ な どを知 つてい る」
「11集団の一員と しての役割分担を理解し, 責任を果た
そう と している」 の項目も比較的高い平均値を示してい
るこ とから, 職業観 ・ 勤労観も育成されているこ とがう
かがわれる。 そ して, 「14将来あんなひと になり たいな
あと憧れる人がいる」 「15将来の夢や自分のなり たい職
中学校のキャリ ア発達を促す教育活動の効果に関する研究
業について, 考えることがある」 も比較的高得点であり, 
将来の夢や希望をも っている生徒が多いこ と を示してい
ると 思われる。
こ れに対 して, 「1 自分のよいと こ ろを見つけよう と
している」 「6 自分の考えを上手に伝えるこ とができる」
といった, より深い自己理解, コ ミ ュニケーシ ョ ン能力
については, 今ひとつ自信の無さが表れている。 また, 
「7 新聞やニュ ースから, 社会の出来事を知ろう と して
いる」 「8 進路や職業に関する情報を新聞 ・ テレ ビ ・ イ
ンターネ ッ ト を利用して調べる」 「17将来の進路のため
に, 目標を立てて努力している」 という項目は, 低得点
である。
これらの結果から, 生徒達は将来の重要性は認識し, 
ぼんやり した夢を抱いていて, 今の学習などの努力の大
切さ も分かってはいるものの, より広い視野で調べ学習
をしたり, 将来目標のための努力をしたり という実際の
行動に表れると こ ろまでは至っていないよう に見受けら
れる。 
Table5 キャ リ ア意識尺度のグルー ピング
α係数 
1 . 自他の理解能力 . 69 
1. 自分のよいと ころをつみつけよ うと している 
2. 友達のよいと ころを見つけよ うと している 
11. コ ミ ュニケーシ ョン能力 . 70 
3. 相手の立場に立って考えよう とする 
4. あいさつや返事がしっかりできる 
5. 「ありがと う」 や 「すみません」 がはっきり言える 
6. 自分の考えを相手に上手に伝えるこ とができる 
m. 情報探索と計画実行の能力 . 75 
7. 新聞やニュースから社会の出来事を知る 
8. 進路や職業の情報を新聞 ・ イ ンターネ ッ ト等で調べる 
l4. 「将来あんな人になりたい」 と あこがれる人がいる 
l5. 将来の夢や自分のなりたい職業について考える 
l6. 自分の将来のための進路計画の大切さ 
「V. 職業理解と役割理解の能力 . 74 
9. 将来のために今学習することは大切だ 
10. 働く こ との大切さ, 働く 人の喜び ・ つらさ を知つている 
11. 集団の一員と しての役割分担の理解, 責任を果たす 
l2. 今の生活や勉強が将来の生き方に影響する 
l3. あなたの周りの仕事が, 生活に役立っている 
V . 選択と課題解決の能力 . 77 
l7. 将来の進路のために目標を立てて努力している 
l8. 自分の個性や興味関心に基づいてよりよい選択 
19. よりよい生活などのため, 自ら課題を見つける大切 
20. 積極的に課題に取り組み, 自ら解決していこ う 
Fig 2 中学生のキャリア意識の平均値
( 2 ) キャリア意識の分類
本研究で調査 したキャリ ア意識について, その構造を
探るために, 因子分析を行った。 しかし, 意味のある因
子を抽出できなかった。 そこで, 項目間の相関係数を参
考にしながら, 作成時に基にした4 領域 8 能力の表 (文
部科学省, 2011) と見比べながら グルー ピングをし、 こ
の尺度を用いて生徒のキャリ アへの意識を測定するこ と
と した。 キャリ ア意識尺度の項目と, クロ ーンバ ックの
信頼性係数を Table5 に示す。 
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( 3 ) 進路に関する会話と進路意識の関係
家族, 友達, 教師といった周りの人々との進路に関す
る会話の頻度と, キャリ ア意識の関係を検討するため, 
それぞれの会話の頻度を独立変数と し, キャリ ア意識尺
度のグループ別の得点 (項目得点の平均値) を従属変数
とする1 要因分散分析を行った。
その結果, Fig 3に示すよう に, 家族と自分の将来や
進路について話すこ とが多いほど, 「情報探索と計画実
行の能力」 (F(3,90)=4.01, p<.05) および 「選択と課題
解決の能力」(F(3,90)=2.70, p<.05) の得点が高かった。 
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Fig 3 家の人との会話頻度とキャリア意識 Fig 4 き ようだいとの会話頻度とキャリア意識
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Fig 5 友達との会話頻度とキャリア意識
また, 兄弟姉妹と進路のこ とについて話す程度に関して
も同様に, 「情報探索と計画実行の能力」 (.F(3,82)=3.19, 
p<.05) との関係が見られた (Fig 4参照)。 家族について
は, 一昨年と同様の傾向であったが, 今回は, き よう だ
いとの間でも見られ, と く に 「情報探索と計画実行能力」
に関連が深かった。 生徒のキャリ ア発達に関する家庭で
の会話の重要性を示す結果と考えられる。
と こ ろが, 友人との会話頻度に関しては, 逆に, よ く
話をすると答えた者の 「職業理解と役割理解の能力」 の
得点が低かった。 具体的にどのよう なこ とからこのよう
な結果が導かれたか興味深い。 また, 教師との会話に関
しては, 一昨年の結果と同様に, 今回も有意な結果は得
られなかった。 
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Fig 6 教師との会話頻度とキャリア意識
4 総合考察
キャリ ア総合選択授業, アント レプレナ一教育に基づ
く, 生徒の発達段階に応じた計画的なキャリ ア教育プラ
ンは, 4 領域 8 能力の 「人間関係能力 (「自他の理解能
力」 ・ 「 コ ミ ュニケーシ ョ ン能力」)」 を伸長さ させるた
めの発表活動をもち, そのまとめにおいて 「情報活用能
力 (「情報収集 ・探索能力」 ・ 「職業理解能力」) の活用
を生徒に求めるよう にした。 諸プロ グラ ムにおいて 「将
来設計能力 (「役割把握 ・ 認識能力」 ・ 「計画実行能力」)」
の育成をめざし, それらの体験を通じて自らの生き方を
拓く 「意思決定能力(「選択能力」 ・ 「課題解決能力」)」
が向上すると考えた。 同様に, これらの活動は基礎的 ・ 
汎用的能力 (人間関係形成 ・ 社会形成能力, 自己理解 ・ 
自己管理能力 , 課題対応能力 , キャリ アプラ ンニング能
力) の育成に対応していると考えられる。 
中学校のキャリ ア発達を促す教育活動の効果に関する研究
全生徒のキャリ ア意識の各項目に対する評定結果を分
析した結果, 「基礎的なコミ ュニケーショ ン能力の育成」, 
「将来のための学習や進路計画の重要性への認識」, 「職
業観 ・ 勤労観の育成」, 「将来の夢や希望をも っている生
徒が多数を占めているこ と」 な どに成果がみられた。 一 
方で, 生徒達は 「将来の重要性」 は認識し, 「ぼんやり
した夢」 を抱いていて, 「今の学習などの努力の大切さ」
も分かってはいるものの, 「より広い視野で調べ学習」
を したり, 「将来目標のための努力をしたり」 という 実
際の行動に表れると こ ろまでは至っていないという 結果
もみられ, 今後のキャリ ア教育の継続的 ・ 発展的充実の
必要性が示 された。
調査に関する今後の課題と しては, より多数のデータ
に基づく 分析を行う こ とがある。 もっと人数が多いと, 
学年による変化なども比較可能になり, 過去の同一校の
調査結果との比較も可能と なる。 また, 例えば, 自分の
将来や進路に関する会話がキャリ ア意識の発達に及ぼす
影響等について, 中学生に自由記述を求めたり, 面接調
査をするなど, より深い, 質的な調査を行う ことにより, 
その影響過程な どを明らかにするこ とができ ると思われ
る o
中学校におけるキャリ ア教育推進には, 生徒の実態に
即したキャリ ア発達段階の特徴を理解し, 各学年におけ
るキャリ ア発達課題を踏まえたキ ャリ ア教育 プロ グラ ム
を有効的に教育課程に位置づけて指導することが重要で
ある。 本研究によ って生徒のキャリ アに対する意識向上
は見ら れたものの, 実際の行動には至 っていないため, 
キ ャリ ア教育推進モデルプラ ンを さ らにバージ ョ ンア ッ
プさせ, 適切な評価や効果測定により生徒のキャリ ア促
進に寄与する研究を継続するこ とが望まれる。
(本研究は、 平成22 ・23年度兵庫教育大学 「理論と実
践の融合」 に関する共同研究活動と して採択され、 松本
他 (2013) で概要を提示した。 本稿は、 より詳細にその
研究内容を報告するものである。) 
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